
Keyword

本研究では、自動車事故防止のために実車を用いた安全
運転管理教育システムの開発、安全運転教育用のドライビン
グシミュレータの開発を行っています。これらは、一般に行われ
ている注意しましょうや思いやりの心をもってのような抽象的な
安全運転の指導ではなく、安全運転理論に基づいた具体的
な教育方法をもとに構築しているため、安全運転状況の数値

により客観的な評価や教育が行えます。自動車の事故で多い
追突事故防止、見通しの悪い交差点での出会い頭事故防止、
さらに事故を引き起こす要因となる先急ぎ運転を抑えるための
先急ぎの非効率性についての教育が可能です。また、自己管
理用の表示装置も開発しています。

自動車事故防止に関する研究

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

自動車のペダルの踏み間違いに関する研究
高次脳機能障害者のための自動車運転再開に関する研究
足型測定装置に関する研究

その他の研究テーマ

安全運転管理教育
システムASSIST

●実車に搭載したセンサやエッジAIデバイスと車載コンピュータで安全運転状
況を取得し、遠隔地からの管理教育や実際の運転データに基づいた教育
が可能です。

Point

安全運転教育用ドライ
ビングシミュレータ

●十分な車間距離を取ることの必要性や一時停止の重要性をドライビングシ
ミュレータで体験的に理解することが可能です。

Point

ITS、IoT、エッジAI、3Dコンピュータグラフィックス

安全運転の度合いを数値で見
ることができます。
実際の運転の不安全な箇所の
指摘が可能です。

●自分や従業員の運転の仕方
がほんとうに安全かどうかを知
りたい。

●どんな運転をすれば安全か知
りたい。

追突事故や出会い頭事故を防ぐ
運転の仕方を学習することがで
きます。

ASSIST実験車両 ドライビングシミュレータエッジAIデバイスによる車間距離測定

GPSアンテナ
画像式
車間距離計 CCDカメラ

心拍・足の動き
（疲労や踏み間違い）

OBDⅡ
（速度、燃費）
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